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平
成
　
年
市
議
会
第
4
回
定
例
会
を
、　

22

11

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
　
日
間
開
催

29

12

20

22

し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
総
額
　
億
8
9
3
9
万

13

3
0
0
0
円
の
補
正
予
算
　
件
、
条
例
関
係

10

7
件
、
一
般
議
案
5
件
、
選
挙
1
件
、
議
員

提
案
6
件
の
、
合
わ
せ
て
　
件
を
審
議
し
ま

29

し
た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
　
月
　
日
の
本
会
議
1
日
目
は
、
会
期
を

11

29

　
日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
提
案
説
明
を

22受
け
、
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
、
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
、
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
の
費
用
弁
償
（
出
務
日
当
）
を
廃

止
す
る
修
正
案
を
議
員
提
案
に
よ
り
提
出
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

を
行
い
、
青
山
雅
紀
副
市
長
と
石
原
教
雅
議

長
を
選
出
し
ま
し
た
。

▼
　
月
9
日
の
本
会
議
2
日
目
は
、
議
案
に

12
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
関
市
中
小
企
業
設
備

資
金
利
子
補
給
条
例
の
一
部
改
正
や
工
事
請

負
契
約
の
変
更
な
ど
4
件
を
可
決
し
、
福
祉

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
や

平
成
　
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

22

3
号
）
な
ど
　
件
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常

15

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
代

表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、
通
告
者
　
人
12

の
う
ち
3
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や
方
針
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
　
日
の
本
会
議
3
日
目
は
、
5
人
が
一
般

10
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
　
日
の
本
会
議
4
日
目
は
、
4
人
が
一
般

13
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
　
日
～
　
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

14

16

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
　
日
の
本
会
議
5
日
目
は
、
各
常
任
委
員

20
長
か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報

告
が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
す
べ

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
提
出
議
案
3
件
を
可
決
、
3
件
を
否
決
し

ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を

す
べ
て
議
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
質
問
　
平
成
　
年
4
月
か
ら
の
福
祉
医
療

23

費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て

　
答
弁
　
今
回
の
拡
大
に
よ
る
対
象
者
は
、

小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
約
5

代
　
表
　
質
　
問

5
0
0
人
で
す
。
病
院
の
窓
口
で
は
、
乳
幼

児
と
同
様
に
、
外
来
と
入
院
の
支
払
い
を
し

な
く
て
も
よ
く
な
り
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 　
健
康
福
祉
交
流
施
設

　
質
問
　
民
意
を
反
映
し
基
本
計
画
案
の
抜

本
的
見
直
し
を
す
べ
き
で
は

　
答
弁
　
こ
の
基
本
計
画
案
は
、
市
民
生
活

の
多
様
化
や
少
子
高
齢
化
、
今
後
進
む
で
あ

ろ
う
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
市
民
が
安

全
で
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
営
み
、
今
後

も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い

る
も
の
で
す
。
今
後
も
、
十
分
意
見
を
聞
き

な
が
ら
柔
軟
な
考
え
方
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
質
問
　
多
目
的
ホ
ー
ル
の
必
要
性
と
そ
の

機
能
は

　
答
弁
　
健
康
福
祉
交
流
施
設
内
に
計
画
し

て
い
る
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
平
常
時
は
会
議

や
市
民
活
動
の
場
と
し
て
、
中
小
規
模
の
会

議
室
や
大
ホ
ー
ル
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
時
に
は
災
害
医
療
・
救
護
関
係
の

後
方
支
援
施
設
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
診
療
所
、
拠
点
救

護
所
本
部
、
医
療
救
護
対
策
本
部
、
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
場
所
な
ど
と
し
て
の

機
能
な
ど
も
備
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
　
般
　
質
　
問

　

森
林
資
源
の
有
効
活
用

　
質
問
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
の

現
状
は

　
答
弁
　
6
月
に
公
募
市
民
、
学
識
経
験
者

ら
に
よ
る
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
基
本
方

針
の
確
認
、
木
質
系
・
廃
棄
物
系
の
2
分
野

の
個
別
検
討
会
議
や
先
進
事
例
の
現
地
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
研
修
で
は
、
木
質
系
ペ
レ
ッ
ト
を
燃

料
と
し
た
冷
暖
房
装
置
、
食
品
廃
棄
物
の
堆

肥
化
設
備
、
建
設
廃
材
を
燃
料
と
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
を
視
察
し
、
関
市
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

年
度
内
に
は
、
農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
に

提
出
し
、
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
母
子
感
染
の
防
止

　
質
問
　
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ－

1（
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
1
型
）へ
の
対
策
は

　
答
弁
　
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
1

型
に
よ
る
感
染
に
よ
り
発
症
す
る
成
人
Ｔ
細

胞
白
血
病
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
母
親
か
ら

子
ど
も
へ
の
母
乳
に
よ
る
母
子
感
染
が
主
な

感
染
経
路
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
も
有
効

な
予
防
策
は
母
子
間
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
で
、

妊
婦
に
対
し
抗
体
検
査
を
行
い
、
万
が
一
陽

性
で
あ
っ
た
場
合
は
生
後
、
母
乳
で
は
な
く

ミ
ル
ク
で
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
で

は
母
子
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
来
年
度
か
ら
妊

婦
健
診
費
用
の
助
成
項
目
に
こ
の
検
査
を
加

え
る
と
と
も
に
、
情
報
提
供
や
説
明
、
相
談

の
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

市
議
会
第
4
回
定
例
会
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

　
質
問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
市
の
見
解
は

　
答
弁
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
べ
き
か
否
か
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
参
加
に
伴
う
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
ど
の
程
度
で
あ
る

か
、
農
業
支
援
策
は
ど
う
な
る
の
か
を
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
農
業
を
は
じ
め
影
響
を
受
け

る
で
あ
ろ
う
国
内
産
業
す
べ
て
の
支
援
対
策

が
で
き
る
ま
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
関
わ
る

協
議
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
い
じ
め
問
題

　
質
問
　
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
実

態
と
対
策
は

　
答
弁
　
把
握
し
て
い
る
い
じ
め
の
発
生
件

数
は
、
昨
年
度
1
年
間
で
小
学
校
　
件
、
中

69

学
校
　
件
合
わ
せ
て
1
3
1
件
で
一
昨
年
の

62

2
6
0
件
よ
り
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
で
は
各
学
校
に
お
い
て
毎
月
、

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
を
実

施
し
た
り
、
い
じ
め
撲
滅
の
日
を
定
め
集
会

を
開
く
な
ど
、
い
じ
め
の
根
絶
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
い
つ
で
も
ど
の
学
校

で
も
ど
の
子
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
と
危
機

感
を
持
っ
て
今
後
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
退
職
 勧
  奨
 制
度

か
ん
 し
ょ
う

　
質
問
　
退
職
勧
奨
制
度
の
運
用
状
況
は

　
答
弁
　
市
で
は
適
正
な
人
事
管
理
お
よ
び

公
務
の
能
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、定
年

前
の
早
期
退
職
を
勧
奨
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。特
に
、平
成
　
年
度
か
ら
は
、定
員

20

適
正
化
計
画
に
よ
る
職
員
の
削
減
を
進
め
る

た
め
、
ま
た
、職
員
の
年
齢
構
成
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
た
め
、満
　
歳
以
上
で
勤
続
年
数
　

40

15

年
以
上
と
な
る
職
員
を
対
象
に
、退
職
勧
奨

制
度
の
積
極
的
な
運
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

言
語
指
導
教
室

　
質
問
　
言
語
指
導
教
室
の
設
置
基
準
は

　
答
弁
　
現
在
、
市
で
は
安
桜
、
桜
ヶ
丘
、

瀬
尻
、
富
岡
小
学
校
の
4
校
に
言
語
指
導
教

室
を
設
置
し
、
言
語
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
級
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
児
童
に
対
し
て
、

言
語
指
導
担
当
者
が
学
校
に
出
か
け
対
象
児

童
を
検
査
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
関
市
就

学
指
導
委
員
会
が
通
級
児
童
を
随
時
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
県
の
設
置
基
準
で
は
、
同
一
校
に
　
人
程

10

度
の
通
級
対
象
者
が
い
る
こ
と
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
来
年
度
、
新
た
に
こ
の
基
準
を
満

た
す
学
校
が
あ
る
た
め
、
現
在
設
置
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

財
政
5
カ
年
見
通
し

　
質
問
　
試
算
の
前
提
要
件
は

　
答
弁
　
財
政
5
カ
年
見
通
し
の
策
定
に
あ

た
り
、
国
・
県
の
制
度
や
国
が
見
込
む
社
会

経
済
情
勢
な
ど
を
前
提
と
し
て
試
算
し
ま
し

た
。
　
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
し
た

新
成
長
戦
略
や
経
済
財
政
の
中
長
期
試
算
な

ど
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
市
民
税
、
軽
自

動
車
税
に
つ
い
て
は
国
が
見
込
ん
で
い
る
名

目
経
済
成
長
率
を
参
考
と
し
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
、
市
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
評

価
額
の
下
落
や
喫
煙
者
の
減
少
を
見
込
み
、

減
額
傾
向
で
推
移
す
る
と
予
測
し
、
市
税
全

体
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
推
計
結
果
は
、
前
提
条
件
の
変
動
に

よ
り
、
結
果
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、

毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
の
収
集
方
法

　
質
問
　
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
対
応
は

　
答
弁
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
自

宅
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
距
離
を
遠

く
感
じ
た
り
、
階
段
な
ど
の
段
差
に
よ
り
ご

み
を
出
し
づ
ら
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

自
治
会
長
や
民
生
委
員
の
方
な
ど
と
相
談
し

な
が
ら
、
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
く
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

 ◎
　
月
　
日
可
決
分

11

29

▼
条
例
の
一
部
改
正
《
関
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
、
関
市
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
、
関
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
》
▼
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙
　
青
山
雅
紀
副
市
長
、

石
原
教
雅
議
長

◎
　
月
９
日
可
決
分

12
▼
条
例
の
一
部
改
正
《
関
市
外
国
の
地
方
公

共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処

遇
等
に
関
す
る
条
例
、
関
市
中
小
企
業
設
備

資
金
利
子
補
給
条
例
》
▼
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て
《
関
商
工
高
等
学
校
（
商
業
科

西
館
外
部
・
工
業
科
1
号
館
）》
▼
財
産
の
取

審

議

の

結

果

得
に
つ
い
て
《
公
用
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）》

◎
　
月
　
日
可
決
分

12

20

▼
条
例
の
一
部
改
正
《
関
市
福
祉
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
、
関
市
総
合
体
育
館
条

例
》
▼
関
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
平
成

　
年
～
　
年
度
）の
策
定
に
つ
い
て
▼
公
の

22

27

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
関

市
国
民
健
康
保
険
武
儀
診
療
所
及
び
関
市
国

民
健
康
保
険
上
之
保
診
療
所
）▼
土
地
の
取

得
に
つ
い
て
《
弥
勒
寺
史
跡
公
園
用
地
》
▼

平
成
　
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

22

3
号
）▼
平
成
　
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

22

《
関
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
3
号
）、

関
市
下
水
道
特
別
会
計
（
第
3
号
）、
関
市
財

産
区
特
別
会
計
（
第
2
号
）、
関
市
中
小
企
業

従
業
員
退
職
金
共
済
事
業
特
別
会
計
（
第
1

号
）、
関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
2
号
）、
関
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
3
号
）、
関
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
2
号
）、
関
市
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計

（
第
1
号
）》
▼
平
成
　
年
度
関
市
上
水
道
事

22

業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）▼
関
市
会
議
規

則
の
一
部
改
正
▼
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
▼

切
れ
目
な
い
中
小
企
業
支
援
及
び
金
融
支
援

策
を
求
め
る
意
見
書

◎
　
月
　
日
否
決
分

12

20

▼
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
国
の
制
度
と

し
て
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
▼
米

価
の
暴
落
に
歯
止
め
を
求
め
る
意
見
書
▼
高

齢
者
医
療
の
「
新
制
度
」最
終
案
に
反
対
す
る

意
見
書

　照
会
先
　　議
会
事
務
局
　緯
姥
9
0
6
8

◎次回の定例会は、平成23年2月24日（木）の予定です。


